
1()7～べ

性脳動脈感は種である奇骨圃我崎は宅鮎膜W粁出血を望し

流--時遮断ぜ泉Jごをこ神経学的所見殿観察を行いやまた鉢

刷上 椎骨動頼urn.払,i'rt､トトIlt･t･.Si･二t'.八川く.ill.,/し

こ117--十行∴ I汀り＼iH1こlh､lil)函1L,し一雄十十十㌔口碑.;書目た,.

I,…Ilこ州､ntrl由一厄し'ー'可否7∵机粧し上.

望鬼-3m 解離性椎骨動脈癖と診断された嶺症例
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